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平成 30年 7月 14日 放送の 「諸説あ り !」 についてのお詫び

7月 14日 放送の「諸説あり !」 については、番組趣旨の説明および番組の構成に問題が

あり、大変ご迷惑をおかけしましたことをお詫び申し上げます。

以下に、ご迷惑をおかけしました経緯と、今後の私どもの対応について考えておりますこ

とをご説明申し上げます。

1 本番組内容と取材の経緯について

今回、番組では「白虎隊」を取り上げ、その中心テーマとして、「一人生き残った隊士飯

沼貞吉は、長州に行っていた」説に取り組むことにしました。そして、飯沼貞吉が一人生

き残ったこととの関係で、ほかの隊士がどうなったのかを導入的に紹介しようと考え、「自

刃」問題に触れることにしました。
「自刃」問題に関しては、定説ともいうべき 19人説、飯沼一元様の飯沼貞吉文書によ

る 16人説、井上昌威氏の6人説などがあることは存じておりましたが、この点は、「一

人生き残った隊士飯沼貞吉は、長州に行っていた」説の前段と位置づけ、定説の 19人説

と、今年 1月 11日の朝日新聞で取り上げられ近年話題になっているとされる6人説を紹

介すれば足りると考えておりました。

番組では、飯沼一元様に取材を申し込み、実際に取材させていただきましたが、その過

程で、今回の取材の中心は「一人生き残った隊士飯沼貞吉は、長州に行っていた」説で、

これに関する飯沼一元様のお考えをお伺いするものであること、および、この点の前段と

して「自刃」問題を取り上げ、19人説と6人説に触れる予定であることを、きちんとご

説明申し上げておりませんでした。

結果として、飯沼一元様としては、番組で自刃 16人説と長州に行った説とを取り上げ

るものと理解され、取材にご協力いただいたものと存じます。また、6人説を取り上げる

とお分かりであれば、番組の構成や内容についてもご意見がおありであったと存じます。

取材においては、16人説に関して詳細なご説明をいただいたにもかかわらず、このよう

な放送になってしまったこと、まことに申し訳なく存じます。


